
主 要 工 事 機 械 一 覧 表

ず い 道 工 事

ィ )設 備 機 械

口 )掘 削 機 械

名  i称 形 式 寸 法 製 作 所 設備 予定 現 在 数
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名    称 形 状 寸 法 製 作 所 設備予定 現 在 数
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形 状 寸 法

′ヽ )コ ンク リー ト打設機械

名    称 製  作 所 設備予定 現 在 数

成 和 機 械

日 本 輸 送 機

コンクリー トボンプ

″

ムカデ コンペアー

ベル トコンペアー

蓄 電 池 機 関 車

アジ テー ターカー

輸送管 150傷
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4  'T

三 菱 造 船

柴 田
・
研 機

扶 桑 機 材
ワ
一
　

　

　

∩
∠

3 が  成 和 機 械  2

，
一
　

　

　

ｎ
∠

L__.__

明 夕 工 事

イ )切 取 盛 土 機 械

名    称

ブ ル ド ー ザ ー D-50
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小 松 製 作 所

″

ダ イ′ヽ ツェ 業

形 状 寸 法   製 作 所 設備 予定 現 在 数
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口 )コ ンク リー ト打設機械

名    称 製 作 所 設備 予定 現 在 数

,
トラツクミキサー

簡易 ェレベーター

単 胴 ウ イ ン チ 1250K′

共 通 設 備

イ )コ ンク リー トプ ラン ト

1.6 ″ 川西 モー ター

1 0 グ 越 原 鉄 工 所

形 状 寸 法 製  作 所

関 東 鉄 工

0.8 だ 石川島播磨重工業

９
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２^

名   称

ス キ ツ プ カ ー

設備予定 現 在 数

パ ツチヤープラン ト

傾 胴 ミ キ サ ー

単 胴 ウ イ ン チ

半 自 動 式
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ユニバーサんリフト I T積

ベルトコンペ アー 4A}ffix3 OM 栗 本 鉄 工 所

多段タービーボ/プ 3〃 X 3段 西 島 製 作 所

越 原 鉄 工 所l     T

2   T

″

″

コンクリー 13"x18“ x30M

コングー ト′くィ プ φ7.5Mx10M 川 崎 製 鉄

φ7.5Mx10M ″

1.5だ 越 原 鉄 工 所 2

3

越 原 鉄 工 所

2

3

形 状 寸 法

_胴 ウ イ ン チ

-18-

2



設備予定 現 在 数形 状 寸 法 製 作 所名    称

口 )ク ラシン グ プ ラン ト

ジヨークラツシヤー 6lo'ff11x38dfn 前 川 鉄 工 所

コーンタラッシヤー eaoyn 栗 本 鉄 工 所

,r47Ur?Z^Ut)--y 2床 式 古 河
・
鉱 業

ベ ル トコ ンペアー 400ffix t gn 栗 本 鉄 ェ 所

多段′―ビンポンプ 在 原 製 作 所
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名 称 形 状 寸 法 製  作 所 | 設備予定 現 在 数
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み や つ

宮 守 線 は北 丹 後 宮 津 地 区 と京 阪 神 の 短 絡 線 と して 沿 線 の 林

工 業 、 観 光 資 源 の 開 発 、 産 業 の 振 興 を は か る 目的 で 建 設 計 画

が な され た ,

で は 観 光 地 「 丹 後 の 宮 津 」 と「 そ の 付 近 」 に は な に が か く

さ れ て い る の で あ ろ うか 。 うづ もれ た 新 旧 の 名 所 旧跡 |,Cそ え 、

この地 の 自 然 美 や 歴 史 美 を まず 私 達 は 知 夕宮 守 線 の 建 設 の 必

要 性 を 再認 識 し よ う。
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宮 津 の 町 (人口3万 5,000人 )

三 度 と い こま い 丹 後 の 宮 津

縞 の財 布 が 空 と な る

丹 後 の宮 津 で ビン トた した

「 あまの橋立」が 日本三景の一つと知 らな くともこの歌の文句を知つて

ぃる人は案外多い、 それほ どこの歌は人々りなにかをとらえるわか も知れ

ない、 もつともこの歌 の解釈 をする人 々の思いはいろいろであろ う、 とに

か 〈一度は この「 丹後の官津」へ行つ て見 ようと思わせ る、 あるそそのか

しの秘密を もつている歌であろ う。

国鉄「 宮津駅」 をか り、駅前 から大通 を歩 き、 大手橋 をわたれば左手が

市役所、 ここか ら我 々の心をおどらせ る。

ちよつ と右手 の路地 を入つて見 ると、赤 青のネオンのひときわ輝や 〈古風

の異様 な建物が並 らぶ、情緒の港町 として色町の名を天下にはせた昔ラ,ゝ じ

のばれる。

「丹後の宮津」の印象が深いのも、 そのせいだろ う。

さてここで宮津 1,200年の歴史のなかか ら興味の深い断片をひろつて

み よう。

そ の 1.ガ ランヤ夫人

あの本能 寺の変 におい て明智光秀 は逆 臣 の汚名を うけて 'P国戦線 より引

きかえ した豊 臣秀吉 に よつ て、 もろ くも討 ち とらえ られ、 い わゆる 3日 天

下 で終 つた。光 秀 の首 を家臣が持 ち帰 り、 お珠 (明智光秀 の娘 で細川忠興

の妻 )が上官津 の盛林 寺 に葬つ た。 今 もなか首塚 が盛林寺 に残 つてい る。

父 のむほん 後、 野 間 の味土野 に閑居、 解放 されて夫忠興 の迎 えを うけ た と
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きのよろこびをしのびながら、古城跡にたたずめば昔がしのばれる。

その 2 大 江 山

頼光 と酒呑童 子の物語で知 られた大江山、 主峰 832″ の千丈ク岳山頂

:こ は洒香童子屋敷跡 もある。 又植物、鳥類 も多 〈、 日本海 を眼下にとか 〈

能登半島か ら伯者の大山までを一望する景観はただ茫然 としてとう粋する

ばか りである。 又冬は大江 山スキー場 として多 〈のスキー容がやつて 〈る。

その 3 8月 16日 の夜

年 :て 一度、海 と大空 1′Cさ さげ る催 しとしてほんの 16日 は宮津の灯亀流

しつヨてある。灯籠や精霊船が赤、 育、黄、 白などの色 をパツ ト海に うつ

し、 宮津湾 ,C浮 かび打上げ花火が ドーン ドーンと大空 には じけば、空 も海

も五彩七彩 の火の祭典 である。

市の観光協会の宣伝 に よるとすでに 300年 の歴史 をもつ伝統的 な行事

で官津の歌 とか どりはまさに百万 ドルの夜景である。

天 の 橋 立

寛永 20年 (1643年 )i′に日本全国の名所旧跡を歩きまわつた林春斉

(林羅山の子 )が「 日本事蹟考」という本を書いた。その中で丹後の橋立、

陸奥の松島、安芸の官島、 この3景 をあげてこれが日本三景のはじまりと

いわれている。

橋立は宮津市北部の南岸府中が突出して官津湾と阿蘇海を区切 り、 その

長さ約 3んヽ 幅は約 37～ 100″ である。南部先端で大天橋と小天橋の

二つ
`′

C区切 られ、大小 700本 の松、そのぅち5～ 600年 の老松も数多
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〈、 デ財寸は ″は したてや、松は月 日の こほれ種 ″とよんでいるがゝ なるほ

どとうなずける。又 ここは海水浴場 として夏はにぎわ う。

文   珠  堂

「二人寄れば文珠の智恵」の発祥地として広〈知られている。文珠堂は文味 苦

薩を安置 し重要文化財に指定されている。大同3年平城天皇の勅頭にょつ

たもので「智恩寺」の属額は醍醐天皇の御震筆と伝えられている。

文珠堂の境内にある多宝塔は明応 9年 の建立で室町時代の建築の枠 と称

せ られ重要文化財に指定されている。

和 泉 式 部 の 塚

智恩寺の境内にあり重要文化財に指定されている。

いつしかと待ちける人に一声を

鵜の憂き別れかな  和 泉 式 部

傘 松 公 園 ・ 成 相 山

府 中 の一 の官 ょり400″ (約 4分 30秒 )の ケー ブル ヵ― で傘松 公園

に着 〈「 天 の 橋 立 」 眺 望 の名所 で特に「 股 のぞ き」 と言つ て橋 立 を う

しろに して 設 の 間 か ら天 の 橋立 を眺 める とす ば らしい絶景が 浮 かび あ

が る。

傘松 公園 か ら成相 山行 きバ スに乗 り 10分、 眼下 の官津湾 か ら丹 後海、

若狭湾 の リアス式海 岸 の向 こうに越前崎 か ら能登半島、 よ く晴れ た日には

加賀の白山連 峰 までが視界の景観 とな り、 うつ とりとしてい る と、 成相寺
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山門に着 く、 そ こか ら約 400滋 石段を登ると成相寺に着 〈、高野山真言

宗 に属 し寺伝 によると真応上人が開祖の歴史 を持つ古寺で西国 33ケ所第

28番 の札所 となつてヽ̂る 。堂内には左甚五郎の作 といわれる「 まむ きの

竜」が納 めてある。

由     良

由良といえば森鴎外の作「山椒太夫」が思い出される。「無実の罪によ

つて九州に流された父を尋ねて安寿と津志王は母 と一人の召使いと船に乗

つたが、人買いを仕事とする悪党山岡太夫につかまり、母 と召使は佐渡ヘ

安寿と津志王は宮崎三郎によつて丹後の湊にか くり山椒太夫のもとで苦 し

い潮 ぐみ、 しばかりをし、その苦 しさのあま り、二人は由良の湊を別々に

別れる 。・・・」と言 う哀話である。

国鉄由良駅から約 2キ ロの川上に「山檄大夫の屋鋪跡」の石標が立つて

い る。

綱     野

加悦谷か らここ綱野 あた りは日本 で3番 目のちりめん創業の地 である。

全国の 8割の生産 を誇 り、 名実 ともに 日本一である。宮津地方は 1,200

年の歴史を誇れば遺跡 もまた数 々である。綱野町を横断する浅茂川付近は、

浦島の伝説の地 として坪内逍達作「 新浦島」の取材地 として名高い、鯛釣

岩、浦島大明神でその一端が うかがわれる。義経 もこの地 より北陸路へ落

ちのびたと伝 え られ歴史 の断片をみ ることがで きる。又縄文式土器の出土地

としても有名で古墳郡 も多い。

′》
,
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木 津

今は綱野町の一部であるが、 ここょり米子方が山陰国立公園である。京

都府下唯― の温泉地 で、裏 日本 で鳥取砂丘 につ ぐ砂 [lが ここか ら久美浜方

面にのびてお り、貝塚など弥生式文化に接す ることができる。又春はチュ

ー リツプや桃 の花が大変美 しヽ̂
。

久  美  浜

丹後、 但馬の境で丹後第一の古建築 といわれる本願寺、丹後唯一の出雲

式建築の神谷神社、 松倉城跡 か らみ て古 〈か ら発達 した町である。久美浜

湾の美観は天 の橋立 に似 た所か ら小天橋 といわれ格別 である。
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